










要約 

呼吸管理中のモニタリングのうち基本となる呼吸・心拍の連続モニタリングを児に無接触

で行う方法としてマイクロウェーブのドップラ効果を利用した装置を試作し,その実用性

を検討した。その結果,呼吸については十分な精度を有するが,心拍については Gunn ダイオ

ード,処理回路のノイズなどさらに検討すべき点があり,現段階ではこの方法での心拍モニ

タリングは不十分である。本装置から照射されるマイクロウェーブの電力密度は50 ㎝の距

離で 7μw/㎝ 2 であり,問題はないと思われるが,未熟児とくに極小未熟児への照射を考え

ると極力電力密度の少ないものにする必要がある。 


